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一　
助
動
詞
化
し
た
「
モ
ノ
ダ
」「
コ
ト
ダ
」

形
式
名
詞
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
と
「
ダ
」
が
熟
合
し
助
動
詞
化
し
た
モ
ノ
ダ

文
・
コ
ト
ダ
文
の
用
法
分
類
は
、
諸
研
究
間
で
大
差
は
な
い
。
こ
こ
で
は
井
島

（
二
〇
一
二
）
の
分
類
と
例
文
を
示
す
。

モ
ノ
ダ
文

①
一
般
論
：
恋
は
あ
つ
か
ま
し
く
な
け
れ
ば
出
来
な
い
も
の
だ
よ
。

②
当
為
：�

そ
ん
な
事
は
他
が
気
を
つ
け
な
い
で
も
、
自
分
で
早
く
遣
る
も
の
だ

よ
。

③
回
想
：
村
で
は
神
童
だ
と
か
、
な
ん
と
か
言
わ
れ
た
も
の
だ
。

④
感
慨
：
よ
く
感
染
し
な
か
っ
た
も
の
だ
と
思
う
が
、

⑤
希
望
：�

せ
め
て
こ
ん
な
寒
い
夜
に
は
、
熱
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
で
も

た
べ
た
い
も
の
だ
。

⑥
解
説
：�

こ
れ
ら
の
対
策
に
原
発
の
地
元
自
治
体
は
納
得
せ
ず
、
定
期
検
査
で

停
止
し
た
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
に
は
、
何
を
根
拠
に
安
全
性
を
保

証
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
国
は
翌
7
月
、
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
（
耐
性
評
価
）
の
導
入
を
決
め
た
。
原
発
の
安
全
性
を
確
か
め

る
も
の
だ
が
、
評
価
の
対
象
は
実
現
が
間
に
合
っ
た
安
全
対
策
に
限

ら
れ
た

（
（

（
注

。

コ
ト
ダ
文

①
当
為
：
と
に
か
く
今
年
の
う
ち
に
司
法
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
だ
。

②
感
慨
：
し
か
し
、
さ
び
し
い
こ
と
だ
。

二　
名
詞
述
語
と
し
て
の
「
モ
ノ
ダ
」「
コ
ト
ダ
」

　

こ
れ
に
対
し
て
、
次
は
名
詞
述
語
文
で
述
語
名
詞
に
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
が
用

い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
こ
の
風
景
は
ど
こ
か
で
見
た
も
の
だ
っ
た
。

	
（
＊

こ
の
風
景
は
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
だ
っ
た
。）　

（
2
）
彼
女
の
長
所
は
視
野
が
広
い
こ
と
だ
。

	

（
＊

彼
女
の
長
所
は
視
野
が
広
い
も
の
だ
。）

（
1
）
は
「
モ
ノ
ダ
」
が
可
能
で
「
コ
ト
ダ
」
が
不
自
然
、（
2
）
は
「
モ
ノ
ダ
」

（『文学史研究』61号　2021. 3）

名
詞
述
語
文
と
し
て
の
モ
ノ
ダ
文
と
コ
ト
ダ
文

丹
　
羽
　
哲
　
也
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が
不
自
然
で
「
コ
ト
ダ
」
が
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
構

文
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
述
語
名
詞
に
「
モ
ノ
」
が
選
択
さ
れ
る
か
、

あ
る
い
は
、「
コ
ト
」
が
選
択
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
の
一
部
を
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
以
下
、
主
語
名
詞
句
を
Ｐ
、
述
語
名
詞
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
を
修
飾
す

る
部
分
を
Ｑ
と
し
て
、［
Ｐ
ハ
Ｑ
モ
ノ
ダ
］［
Ｐ
ハ
Ｑ
コ
ト
ダ
］
の
よ
う
に
表
示
す

る
。

　

モ
ノ
ダ
文
と
コ
ト
ダ
文
に
関
し
て
ま
ず
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
Ｑ
と
「
モ
ノ
」

「
コ
ト
」
と
の
統
語
論
的
な
関
係
で
あ
る
。（
1
）（
2
）
の
述
語
名
詞
「
も
の
」

「
こ
と
」
は
主
語
名
詞
「
こ
の
風
景
」「
彼
女
の
長
所
」
と
同
一
指
示
関
係
に
あ
り
、

述
部
は
、（
1
）
は
「（
ソ
ノ
）
も
の
（
＝
風
景
）
を
ど
こ
か
で
見
た
」
と
い
う
内

の
関
係
を
構
成
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、（
2
）
は
「（
ソ
ノ
）
こ
と
（
＝
彼
女
の
長

所
）」
の
内
容
が
「
視
野
が
広
い
」
で
あ
る
と
い
う
外
の
関
係
の
内
容
補
充
関
係

を
構
成
す
る
（「
視
野
が
広
い
と
い
う
彼
女
の
長
所
」
の
よ
う
に
「
と
い
う
」
に

よ
る
修
飾
関
係
が
成
り
立
つ
）。
た
だ
し
、「
コ
ト
」
は
述
語
に
よ
っ
て
は
内
の
関

係
を
構
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
3
）
彼
の
話
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

と
い
う
例
は
「（
ソ
ノ
）
こ
と
（
＝
彼
の
話
）
を
誰
も
が
知
っ
て
い
る
」
と
い
う

関
係
に
あ
る
。

　

名
詞
述
語
文
の
分
類
と
し
て
は
、（
1
）（
3
）
の
例
は
「
Ｑ
モ
ノ
ダ
」
が
Ｐ
の

属
性
を
示
す
い
わ
ゆ
る
「
措
定
文
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
属
性
」
は
性
質
・

状
態
・
動
き
を
合
わ
せ
た
広
い
意
味
で
用
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、（
2
）
の
例

は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
「
長
所
」
に
所
属
す
る
事
柄
（
こ
の
場
合
は
内
容
）
が
「
視
野

が
広
い
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
指
定
文
で
あ
る

（
（

（
注

。

　

モ
ノ
ダ
文
が
（
1
）（
3
）
の
よ
う
に
「
措
定
文
」
で
あ
り
、
コ
ト
ダ
文
が

（
2
）
の
よ
う
に
指
定
文
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
多
く
の
場
合
に
は
成
り
立
つ
こ

と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

（
4
）
会
員
に
な
る
最
も
容
易
な
方
法
は
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
だ
。

�

（
92
・
7
・
13
）（

（

（
注

（
5
）
離
婚
の
第
二
の
方
法
は
家
庭
裁
判
所
を
通
す
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
離
婚

総
数
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。　

�

（
半
歩
さ
が
っ
て
）

こ
れ
ら
は
「
会
員
に
な
る
最
も
容
易
な
方
法
」
の
内
容
、「
離
婚
の
第
二
の
方
法
」

の
内
容
を
述
部
で
表
す
も
の
で
あ
る
が
、（
5
）
は
「
コ
ト
」
で
は
な
く
「
モ
ノ
」

で
あ
る

（
（

（
注

。

　

ま
た
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
や
「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
。（

6
）
模
擬
交
渉
の
結
果
は
、
双
方
が
妥
協
し
日
米
戦
争
は
回
避
さ
れ
る
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。�

（
94
・
12
・
8
） 

（
＊

も
の
だ
っ
た
、
＊

こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
）

と
い
う
例
は
、「
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、「
も

の
だ
っ
た
」「
こ
と
だ
っ
た
」
に
は
置
き
換
え
に
く
い
。

　

先
行
研
究
の
多
く
は
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」
を
そ
れ
ぞ
れ

「
モ
ノ
ダ
」「
コ
ト
ダ
」
の
一
部
と
し
て
扱
い
、
特
に
区
別
し
な
い
が
、
そ
う
い
う

中
で
、
宮
田
（
二
〇
〇
七
）
は
こ
の
四
者
を
明
確
に
区
別
し
て
、
そ
の
使
い
分
け

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
宮
田
論
文
は
、
主
語
が
名
詞
句
の
場
合
（（
1
）～（
6
）

の
よ
う
な
例
）
と
、

（
7
）
肉
親
に
自
殺
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
本
当
に
辛
い
こ
と
で
す
。

（
8
）
奇
異
な
の
は
、
袋
が
傷
ん
で
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

の
よ
う
な
主
語
が
名
詞
節
の
場
合
に
分
け
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
措
定
文
」
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と
指
定
文
に
分
け
て
（
前
者
が
（
7
）、
後
者
が
（
8
））、「
モ
ノ
ダ
」「
コ
ト
ダ
」

「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」
が
用
い
ら
れ
る
度
合
い
や
条
件
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る

（
（

（
注

。
本
稿
は
、
こ
の
中
で
、（
2
）（
4
）～（
6
）
の
よ
う
な
Ｑ
と

「
コ
ト
」「
モ
ノ
」
が
内
容
補
充
関
係
で
あ
る
場
合
を
取
り
上
げ
、
主
語
に
立
つ
名

詞
の
種
類
と
こ
の
四
形
式
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
を

扱
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
と
Ｑ
が
内
容
補
充
の
関
係
に
あ
る
文
を
「
内
容
文
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

（
（

（
注

。
内
容
補
充
の
関
係
に
あ
っ
て
も
、
モ
ノ
ダ
文
と
ト
イ
ウ
モ

ノ
ダ
文
は
、
コ
ト
ダ
文
・
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
と
は
異
な
り
、
指
定
文
と
は
呼
び
に

く
い
性
格
が
あ
る
た
め
で
あ
る
（
三
節
～
六
節
）。
ま
た
、
例
え
ば
（
2
）
の
主

語
名
詞
句
の
「
長
所
」
を
「
彼
女
」
の
「
抽
象
的
な
性
質
」、
述
部
の
「
視
野
が

広
い
」
を
「
具
体
的
な
性
質
」
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
あ
る
。

　
「
措
定
文
」
に
つ
い
て
は
主
語
名
詞
句
よ
り
も
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
を
修
飾
す
る

Ｑ
の
部
分
が
関
与
す
る
面
が
強
い
の
で
別
の
機
会
に
扱
う
。
ま
た
、
内
容
文
で
も
、

（
9
）
の
よ
う
な
主
語
が
感
情
・
思
考
、
あ
る
い
は
発
話
を
表
す
名
詞
の
場
合
は
、

（
10
）
の
よ
う
な
名
詞
節
の
場
合
と
合
わ
せ
て
、
別
稿
（
丹
羽
二
〇
二
二
予
定
）

で
考
察
す
る
。

（
9
）
心
配
は
ウ
ミ
ウ
が
増
え
て
ア
ユ
を
多
数
捕
食
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

�

（
93
・
7
・
31
）

（
10
）
母
親
が
心
配
な
の
は
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
幼
児
が
ス
ト
ー
ブ
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
。�

（
92
・
10
・
21
）

本
稿
の
扱
う
範
囲
は
、
主
語
名
詞
句
が
人
や
物
事
の
抽
象
的
な
性
質
や
状
態
を
表

す
場
合
が
中
心
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
察
範
囲
を
限
定
し
て
も
、
四
者
の
間

の
関
係
は
明
確
に
割
り
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
各
形
式
の

比
較
的
捉
え
や
す
い
部
分
に
つ
い
て
述
べ
る
。

三　
コ
ト
ダ
文
と
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
文
と
の
比
較

　

内
容
文
は
、
述
語
名
詞
と
修
飾
部
分
Ｑ
と
が
内
容
補
充
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
述
語
名
詞
は
「
モ
ノ
」
で
は
な
く
「
コ
ト
」
が
ふ
さ
わ
し
く
、（
2
）

（
4
）
の
よ
う
な
例
が
多
い
。
し
か
し
、
コ
ト
ダ
文
に
は
使
用
範
囲
に
制
限
が
あ

り
、
そ
の
一
方
で
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
文
も
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
節
で
は
、

両
者
の
文
に
つ
い
て
そ
の
性
格
を
考
察
す
る
。

　
（
2
）（
4
）
の
例
は
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
で
表
す
こ
と
も
で
き
る
。

′（
2
）
彼
女
の
長
所
は
視
野
が
広
い
｛
こ
と
だ
／
と
い
う
も
の
だ
｝。

′（
4
）
会
員
に
な
る
最
も
容
易
な
方
法
は
大
会
で
優
勝
す
る
｛
こ
と
だ
／
と
い

う
も
の
だ
｝。

た
だ
、
こ
う
い
う
例
で
は
、
コ
ト
ダ
文
が
簡
潔
で
好
ま
れ
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
文
は

冗
長
で
、
実
例
と
し
て
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
、「
コ
ト
ダ
」
が
用
い
ら
れ

な
い
場
合
も
多
い
。
そ
の
一
つ
は
、
疑
問
や
意
志
の
よ
う
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
要
素
を

含
む
文
で
あ
る
。

（
11
）
こ
の
日
の
本
会
議
で
、
佐
藤
道
夫
氏
（
二
院
ク
ラ
ブ
）
が
決
議
に
反
対

し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
友
部
被
告
に
は
無
罪
に
な
る
可
能
性
も

残
っ
て
い
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
議
す
る
の
は
早
計
で
は
な
い
か
、

と
い
う
も
の
だ
。（
＊

こ
と
）�

（
97
・
4
・
5
）

（
12
）
若
く
し
て
郵
政
大
臣
に
な
っ
た
野
田
聖
子
は
本
書
で
は
、
少
子
化
問
題

へ
の
対
策
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
本
は
、
時
代
の
変
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化
を
的
確
に
把
握
し
て
対
応
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、（
＊

こ
と
）

�

（
05
・
5
・
22
）

内
容
文
は
Ｑ
が
主
名
詞
を
連
体
修
飾
す
る
関
係
に
あ
る
が
、（
11
）（
12
）
は
モ
ダ

リ
テ
ィ
要
素
が
あ
る
ゆ
え
に
、「
コ
ト
ダ
」
で
は
成
り
立
た
な
い

（
（

（
注

。
ま
た
、
Ｑ
の

部
分
が
長
い
複
文
で
あ
る
場
合
も
、「
コ
ト
ダ
」
は
用
い
ら
れ
に
く
い
。

（
13
）
両
国
の
基
本
的
な
経
済
関
係
は
ロ
シ
ア
が
武
器
や
石
油
を
供
給
す
る
の

に
対
し
て
、
イ
ン
ド
が
消
費
財
を
供
給
す
る
と
い
う
も
の
。（
？
こ
と
）

�

（
93
・
1
・
26
）

（
14
）
事
件
の
経
緯
は
、
一
月
の
あ
る
日
、
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
が
ジ
ョ
セ
フ
か
ら

音
信
が
な
い
と
い
う
不
平
を
言
う
た
め
に
ペ
ー
タ
ー
ス
の
店
に
や
っ
て

き
た
が
、
ア
ン
ナ
ら
に
追
い
返
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
方
不
明
に
な
っ
た

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。（
？
こ
と
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
13
）（
14
）
も
、「
コ
ト
ダ
」
が
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、「
ト
イ
ウ
モ

ノ
ダ
」
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

　
「
コ
ト
ダ
」
が
用
い
ら
れ
に
く
い
場
合
の
も
う
一
つ
は
、
主
語
名
詞
が
次
の
よ

う
な
名
詞
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（
15
）
ま
ず
、
私
の
環
境
は
、
家
族
ご
と
に
マ
ル
チ
ユ
ー
ザ
に
し
て
、
し
か
も

Ｔ
Ｍ
Ｐ
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
を
1
Ｇ
Ｂ
の
ラ
ム
デ
ィ
ス
ク
領
域
に
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
す
。（
？
こ
と
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
16
）
往
路
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
視
認
状
況
は
薄
暗
い
時
間
帯
に
時
速
約
30

キ
ロ
で
バ
イ
ク
で
走
行
し
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
い
た
人
物
を
一
瞬
目
撃

し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。（
？
こ
と
）�

（
08
・
7
・
15
）

（
17
）
こ
の
事
件
は
昭
和
三
十
二
年
、
米
軍
立
川
飛
行
場
の
拡
張
工
事
の
際
、

こ
れ
に
反
対
す
る
デ
モ
隊
が
、
立
ち
入
り
禁
止
の
柵
を
破
壊
し
て
飛
行

場
内
に
侵
入
し
た
た
め
に
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
？
こ

と
）�

（
憲
法
の
常
識
常
識
の
憲
法
）

（
18
）
報
告
書
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
た
縁
故
採
用
の
事
例
は
、
独
断
で
知
人
の

歯
科
医
を
「
科
学
顧
問
」
に
採
用
し
た
と
い
う
も
の
だ
。（
？
こ
と
）

�

（
99
・
3
・
17
）

（
19
）
上
記
の
サ
イ
ト
の
他
に
自
分
が
体
験
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
サ
イ
ド
ウ
ィ

ン
ド
ウ
が
ド
ア
の
中
に
落
ち
る
・
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
る
、
と
い
う
も
の

で
し
た
。（
？
こ
と
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
環
境
」「
状
況
」「
事
件
」「
事
例
」「
ト
ラ
ブ
ル
」
が
主
語
に

立
つ
場
合
で
も
、
次
の
例
で
は
「
コ
ト
ダ
」
が
成
り
立
つ
。

（
20
）
脳
障
害
児
の
私
に
と
っ
て
必
要
な
環
境
は
、
ま
ず
呼
吸
を
整
え
る
こ
と

で
し
た
。（
と
い
う
も
の
）�

（
ひ
と
が
否
定
さ
れ
な
い
ル
ー
ル
）

（
21
）
Ｎ
Ｂ
Ａ
コ
ー
チ
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
状
況
は
、
自
分
の
選
手
た
ち
か

ら
無
視
さ
れ
る
こ
と
だ
。 （
と
い
う
も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
22
）
や
っ
ぱ
り
今
日
の
一
番
の
事
件
は
念
願
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
目
撃
し
た
こ
と

で
す
。（
と
い
う
も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
23
）
キ
リ
ス
ト
教
の
韓
国
伝
播
に
関
し
て
実
際
に
確
認
で
き
る
最
古
の
事
例

は
、
16
世
紀
末
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣

教
師
が
日
本
か
ら
朝
鮮
に
渡
っ
た
こ
と
で
あ
る
。（
と
い
う
も
の
）

�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
24
）
今
の
所
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
階
段
の
パ
ー
ツ
が
ご
っ
そ
り
1
階
分
オ
ー

ダ
ー
ミ
ス
で
届
い
て
な
い
こ
と
で
す
か
ね
。（
と
い
う
も
の
）�（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
15
）～（
19
）
と
（
20
）～（
24
）
の
相
違
は
、
後
者
が
主
語
名
詞
に
「
必
要
な
」

「
最
も
危
険
な
」「
今
日
の
一
番
の
」「
最
古
の
」「
今
の
所
の
」
と
い
う
修
飾
語
句
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を
伴
う
こ
と
で
あ
る
。

　

指
定
関
係
と
い
う
の
は
、

（
25
）
こ
の
会
社
の
社
長
は
山
田
氏
だ
。

と
い
う
例
で
言
え
ば
、「
こ
の
会
社
の
社
長
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
「
山
田
氏
」
を
当
て
る
と
い
う
も
の
で
、
他
の
人
の
可
能
性
も
あ
る

中
で
「
山
田
氏
」
を
指
定
す
る
と
い
う
選
択
的
・
排
他
的
な
述
べ
方
を
す
る
も
の

で
あ
る
（
他
の
人
を
具
体
的
に
思
い
浮
か
べ
る
必
要
は
な
い
）。

　

コ
ト
ダ
文
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
指
定
関
係
を
表
す
の
は
同
様
で
あ
り

（
（

（
注

、

（
20
）～（
24
）
は
他
の
候
補
も
あ
り
得
る
中
で
Ｑ
を
指
定
す
る
関
係
が
成
り
立
ち

や
す
く
、
そ
れ
に
対
し
て
、（
15
）～（
19
）
は
そ
う
い
う
関
係
が
想
定
し
に
く
い
。

　

コ
ト
ダ
文
と
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
文
と
は
、
Ｐ
の
内
容
を
Ｑ
と
述
べ
る
こ
と
に
お
い

て
共
通
す
る
が
、
そ
の
述
べ
方
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ト

ダ
文
は
、
Ｐ
の
内
容
と
し
て
複
数
の
候
補
が
想
定
さ
れ
る
中
で
当
該
の
Ｑ
を
指
定

す
る
と
い
う
述
べ
方
を
す
る
構
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
（
20
）
の

「
脳
障
害
児
の
私
に
と
っ
て
必
要
な
環
境
」
は
、
限
定
さ
れ
た
「
環
境
」
に
該
当

す
る
候
補
が
想
定
さ
れ
る
中
で
「
呼
吸
を
整
え
る
」
こ
と
を
指
定
す
る
と
い
う
述

べ
方
が
な
じ
み
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、（
15
）「
私
の
環
境
」
は
、
表
す
範
囲

が
漠
然
と
し
て
広
く
、
想
定
さ
れ
る
候
補
の
中
か
ら
該
当
す
る
も
の
を
指
定
す
る

と
い
う
述
べ
方
に
な
じ
み
に
く
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ

文
は
、
Ｐ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
具
体
的
に
述
べ
る
と
い
う
構
文
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
選
択
的
な
文
脈
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、（
15
）～（
24
）

の
ど
れ
も
成
り
立
つ
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
内
容
文
」
に

お
い
て
、
コ
ト
ダ
文
は
指
定
文
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
文
は

指
定
文
と
言
う
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　
［
表
1
］（
巻
末
）
は
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
の
例
が
あ
る
も
の
の
、
コ
ト
ダ

指
定
文
の
例
が
見
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、（
20
）～（
24
）
の
よ
う
な
修
飾
語
句

を
伴
っ
た
例
の
み
が
見
ら
れ
る
と
い
う
名
詞
で
あ
る
。
た
だ
し
、
人
や
物
事
の
抽

象
的
な
性
質
や
状
態
あ
る
い
は
出
来
事
を
表
す
と
言
え
る
名
詞
で
、「
Ｃ
Ｄ
─
毎

日
新
聞
」、「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
）」「
国
研
ウ
ェ

ブ
コ
ー
パ
ス
（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）」
中
に
今
回
見
出
し
得
た
も
の
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
ず
、

も
と
よ
り
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
補
充
疑
問
文
で
「
～
は
何
か
」
と
「
～
は
ど
う
い
う
も
の

か
・
～
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
の
相
違
が
、「
コ
ト
ダ
」
と
「
ト
イ
ウ
モ
ノ

ダ
」
の
相
違
に
対
応
す
る

（
（

（
注

。（
20
）～（
24
）
の
Ｐ
に
お
い
て
は
、

′（
20
）	

脳
障
害
児
の
私
に
と
っ
て
必
要
な
環
境
は
｛
何
か
／
ど
う
い
う
も
の

か
・
ど
の
よ
う
な
も
の
か
｝。

の
よ
う
に
「
何
か
」「
ど
う
い
う
も
の
か
・
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
ど
ち
ら
も
可

能
だ
が
、（
15
）～（
19
）
の
Ｐ
の
場
合
は
、

′（
15
）
私
の
環
境
は
｛
？
何
か
／
ど
う
い
う
も
の
か
・
ど
の
よ
う
な
も
の
か
｝。

の
よ
う
に
、「
何
か
」
は
成
り
立
ち
に
く
く
、「
ど
う
い
う
も
の
か
・
ど
の
よ
う
な

も
の
か
」
は
自
然
で
あ
る
。
次
は
、「
何
」
と
「
こ
と
」
が
対
応
し
て
い
る
実
例

で
あ
る
。

（
26
）
小
説
の
力
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
と
聞
く
と
、「
人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
は
ど
ん
な
小
説
に
も
共
通
し
て
い
る
。
自
分
も
そ
う
思
っ
て

書
い
て
い
る
」
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。�

（
文
学
者
追
跡
）
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四　
コ
ト
ダ
文
が
成
り
立
ち
や
す
い
名
詞

　

三
節
の
「
環
境
」「
状
況
」「
事
件
」「
事
例
」「
ト
ラ
ブ
ル
」
は
、「
必
要
な
」

「
最
も
危
険
な
」「
今
日
の
一
番
の
」「
最
古
の
」「
今
の
所
の
」
と
い
っ
た
修
飾
語

句
を
伴
う
こ
と
で
、
Ｐ
の
内
容
の
範
囲
が
狭
ま
っ
て
選
択
的
な
文
脈
が
形
成
さ
れ
、

コ
ト
ダ
文
が
可
能
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
上
記
の
よ
う
な
狭
く
限
定
す
る
修
飾
語
句
が
な
く
て
も
選
択

的
な
文
脈
が
形
成
さ
れ
や
す
く
、
コ
ト
ダ
文
が
成
り
立
ち
や
す
い
名
詞
も
あ
る
。

［
表
2
］
は
そ
の
よ
う
な
名
詞
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
項
目
の
分
類
・
見
出
し
は
多

分
に
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
27
）
逆
に
、
日
本
人
の
長
所
は
、
責
任
感
が
強
い
こ
と
。�

（
93
・
9
・
8
）

（
28
）「
Ｑ 

夜
間
取
引
に
問
題
は
？
」「
Ａ 

弱
点
は
参
加
す
る
投
資
家
が
少
な

い
こ
と
で
す
。」�

（
06
・
10
・
2
）

（
29
）
娘
2
人
の
子
育
て
が
一
段
落
し
、
パ
ー
ト
勤
め
し
な
が
ら
の
趣
味
は
、

写
真
展
や
絵
画
展
を
見
る
こ
と
だ
っ
た
。�
（
01
・
12
・
16
）

（
30
）
ア
ポ
ロ
13
号
の
場
合
は
、
地
球
に
無
事
に
帰
っ
て
来
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
危
機
は
、
司
令
船
が
だ
め
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

�

（
97
・
1
・
29
）

（
31
）
さ
ら
に
こ
の
報
告
書
の
重
大
性
は
、「
台
湾
有
事
の
軍
事
シ
ナ
リ
オ
は
朝

鮮
半
島
と
比
較
し
て
ま
だ
十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
だ
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
32
）
成
功
の
反
対
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

こ
れ
ら
「（
日
本
人
の
）
長
所
」、「（
夜
間
取
引
の
）
弱
点
」
と
い
う
特
徴
的
な
性

質
、「（
私
の
）
趣
味
」
と
い
う
選
好
、「（
ア
ポ
ロ
13
号
の
）
危
機
」
と
い
う
限
定

的
な
状
況
、「
こ
の
報
告
書
の
重
大
性
」
と
い
う
限
定
的
な
評
価
、「
成
功
の
反

対
」
と
い
う
一
対
一
の
関
係
は
、
該
当
す
る
範
囲
が
狭
い
も
の
で
あ
る
。（
30
）

の
「
危
機
」
は
（
21
）「
危
険
な
状
況
」
に
相
当
す
る
。

　

次
は
、「
縁
」
と
「
関
係
」、「
特
技
」
と
「
技
術
」
の
例
で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者

は
コ
ト
ダ
文
が
成
り
立
つ
が
、
後
者
は
成
り
立
ち
に
く
い
。「
縁
」
は
「
特
別
な

関
係
」、「
特
技
」
は
「
特
別
な
技
術
」
で
あ
る
。

（
33
）
日
本
と
の
縁
は
、
大
学
卒
業
後
、
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年
招

致
事
業
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
応
募
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

�

（
13
・
12
・
12
）

（
34
）
以
前
の
放
送
局
と
視
聴
者
の
関
係
は
、
番
組
を
見
た
視
聴
者
が
電
話
を

か
け
て
く
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。（
？
こ
と
）�

（
99
・
9
・
17
）

（
35
）
ワ
ニ
の
だ
い
ご
ろ
う
の
特
技
は
2
本
足
で
立
つ
こ
と
で
す
。�（
14
・
9
・
19
）

（
36
）
苦
労
の
末
完
成
し
た
技
術
は
、
ヤ
ギ
の
受
精
卵
の
段
階
で
遺
伝
子
の
組

み
換
え
を
行
う
と
い
う
も
の
。（
？
こ
と
）�

（
97
・
8
・
29
）

　
［
表
2
］
の
「
原
因
類
」「
結
果
類
」「
目
的
類
」
は
、
広
い
意
味
で
の
因
果
的

な
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
37
）
平
和
の
基
盤
は
連
帯
感
と
弱
者
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
。�

（
99
・
4
・
18
）

（
38
）「
課
税
」
の
も
う
一
つ
の
帰
結
は
、
国
内
の
生
産
性
上
昇
を
導
く
投
資
が

低
下
す
る
こ
と
だ
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
39
）
作
り
方
の
手
順
は
、
あ
ら
か
じ
め
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
あ
え
る
ソ
ー
ス
を
準

備
し
て
お
く
こ
と
。�

（
00
・
9
・
6
）

（
40
）
調
査
の
目
的
は
収
蔵
品
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
を
作
る
こ
と
で
す
が
、

�

（
00
・
4
・
7
）

こ
れ
ら
の
名
詞
の
場
合
も
、
該
当
す
る
事
柄
Ｑ
が
一
つ
あ
る
い
は
少
数
で
あ
る
の
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が
普
通
で
あ
る
。

　

三
節
末
で
言
及
し
た
、
補
充
疑
問
文
に
つ
い
て
も
、

（
41
）
あ
な
た
は
、
子
供
を
持
つ
こ
と
の
よ
さ
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

�

（
96
・
7
・
6
）

の
よ
う
に
、［
表
2
］
の
名
詞
は
ほ
ぼ
「
～
は
何
か
」
が
可
能
で
あ
る
（
実
例
は

少
な
い
）。

　

た
だ
、「
何
」
と
「
こ
と
」
が
対
応
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

（
42
）
自
分
の
性
格
は
、
躊
躇
し
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

こ
の
例
に
補
充
疑
問
文
を
加
え
て
み
る
と
、

′（
42
）	

自
分
の
性
格
が
｛
？
何
か
／
ど
の
よ
う
な
も
の
か
｝
と
い
う
と
、
躊
躇

し
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

の
よ
う
に
「
何
か
」
が
自
然
と
は
言
い
難
い
。「
自
分
の
性
格
」
と
い
う
の
は
、

（
15
）「
私
の
環
境
」
な
ど
と
同
様
、
範
囲
が
漠
然
と
し
て
い
る
の
で
、「
何
か
」

よ
り
「
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い

（
（注

（
注

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
42
）

が
成
り
立
つ
の
は
、
こ
れ
は
「
自
分
の
性
格
の
良
い
と
こ
ろ
は
」
と
い
う
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
得
る
。

（
43
）
は
っ
き
り
言
っ
て
、
私
の
長
所
で
あ
り
短
所
で
も
あ
る
性
格
は
、「
物
事

を
あ
ま
り
深
く
考
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

と
い
う
例
は
、「
私
の
性
格
」
＝
「
私
の
長
所
」「
私
の
短
所
」
と
い
う
関
係
に
あ

る
が
、（
42
）
の
「
自
分
の
性
格
」
も
実
質
的
に
は
こ
の
よ
う
な
限
定
さ
れ
た
意

味
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　
［
表
2
］
の
「
性
格
」
が
括
弧
で
括
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
事

情
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
性
質
」「
人
生
」
も
、
例
示
は
省
略
す
る
が
、

同
様
の
も
の
で
括
弧
で
括
っ
て
あ
る
。
他
の
名
詞
に
も
こ
の
よ
う
な
個
別
的
な
事

情
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
。

五　
「
モ
ノ
」
と
「
コ
ト
」
の
相
違

　

た
と
え
ば
「
机
」
と
い
う
名
詞
は
、「
机
と
い
う
も
の
」
と
言
え
る
よ
う
に
、

そ
の
指
示
対
象
が
物
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
。「
長
所
」「
悲
し
み
」
と
い

う
抽
象
名
詞
も
「
長
所
と
い
う
も
の
」「
悲
し
み
と
い
う
も
の
」
と
言
う
こ
と
が

で
き
、
や
は
り
物
に
属
す
る
（
具
体
物
、
抽
象
物
あ
わ
せ
て
「
物
」
と
表
示
す

る
）。
一
方
で
、「
長
所
」「
悲
し
み
」
は
、「
誰
に
も
優
し
い
と
い
う
長
所
」「
恋

人
を
な
く
す
と
い
う
悲
し
み
」
の
よ
う
に
事
柄
に
よ
っ
て
内
容
補
充
が
で
き
る
と

い
う
点
で
事
柄
に
属
す
る
と
言
え
る
。［
表
1
］
や
［
表
2
］
の
名
詞
は
、
い
ず

れ
も
、「
～
と
い
う
も
の
」
と
言
え
る
点
で
物
に
属
し
、
ま
た
、
事
柄
に
よ
る
内

容
補
充
が
可
能
で
あ
る
点
で
事
柄
に
属
す
る
。
し
か
し
、
構
文
や
文
脈
に
よ
っ
て
、

物
の
面
が
現
れ
る
か
、
事
柄
の
面
が
現
れ
る
か
と
い
う
点
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
扱
う
コ
ト
ダ
文
・
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
、
お
よ
び
、
モ
ノ
ダ
文
・
ト
イ
ウ

モ
ノ
ダ
文
は
、
Ｐ
と
「
Ｑ
（
ト
イ
ウ
）
コ
ト
」、
お
よ
び
、
Ｐ
と
「
Ｑ
（
ト
イ
ウ
）

モ
ノ
」
と
が
一
致
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
Ｑ
コ
ト
」
と
一
致
す
る
前
者
は

Ｐ
の
事
柄
と
し
て
の
側
面
が
現
れ
、「
Ｑ
モ
ノ
」
と
一
致
す
る
後
者
は
Ｐ
の
物
と

し
て
の
側
面
が
現
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
者
は
内
容
Ｑ

が
「
モ
ノ
」
を
補
充
す
る
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
で
特
殊
で
あ
る
。
モ
ノ
ダ
文
は
、

六
節
に
見
る
よ
う
に
、
用
い
ら
れ
る
範
囲
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
用
法
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
ト
イ
ウ
モ
ノ

ダ
文
は
、
三
節
の
よ
う
に
、
広
い
範
囲
で
用
い
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は

「
ト
イ
ウ
」
の
働
き
に
よ
り
「
モ
ノ
」
が
内
容
補
充
節
を
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
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る
の
で
あ
ろ
う
。「
ト
イ
ウ
」
に
は
、「
60
キ
ロ
と
い
う
重
さ
」「
10
分
と
い
う
時

間
」
の
よ
う
に
「
名
詞
ト
イ
ウ
名
詞
」
の
形
で
、
所
属
物
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
関
係

を
表
す
用
法
が
あ
る
。［
Ｐ
ハ
Ｑ
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
］
に
お
け
る
内
容
Ｑ
と
「
モ
ノ
」

と
の
関
係
も
、
こ
れ
と
類
比
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る

（
（注

（
注

。

　

な
お
、
三
節
（
11
）～（
19
）
の
例
と
は
異
な
り
、
コ
ト
ダ
指
定
文
が
用
い
ら
れ

て
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
次
は
主
語

が
名
詞
節
の
コ
ト
ダ
指
定
文
で
あ
る
が
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
に
置
き
換
え
に

く
い
。

（
44
）
Ｅ
Ｕ
が
な
す
べ
き
こ
と
は
直
面
す
る
問
題
に
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

（
？
と
い
う
も
の
）�

（
18
・
9
・
7
）

（
45
）
日
本
に
来
て
最
初
に
驚
い
た
こ
と
は
、
現
金
で
支
払
い
を
す
る
店
が
多

い
こ
と
で
し
た
。（
？
と
い
う
も
の
）�

（
18
・
7
・
31
）

主
語
の
「
コ
ト
」
と
述
語
の
「
モ
ノ
」
と
が
齟
齬
す
る
の
で
あ
る
。

六　
モ
ノ
ダ
文

　

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
モ
ノ
ダ
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
多
く
は
、「
モ
ノ
」

と
Ｑ
が
内
の
関
係
を
構
成
し
、
Ｑ
が
Ｐ
の
広
い
意
味
の
属
性
を
表
す
「
措
定
文
」

で
あ
り
、「
モ
ノ
」
と
Ｑ
が
内
容
補
充
関
係
を
形
成
す
る
モ
ノ
ダ
内
容
文
の
例
は

か
な
り
限
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
主
語
が
名
詞
節
の
場
合
、
次
の
コ
ト
ダ
文
は
モ
ノ
ダ
文
に
置
き
換
え
ら

れ
な
い
。

′（
44
）＊
Ｅ
Ｕ
が
な
す
べ
き
こ
と
は
直
面
す
る
問
題
に
集
中
す
る
も
の
で
あ
る
。

′（
45
）＊
日
本
に
来
て
最
初
に
驚
い
た
こ
と
は
、
現
金
で
支
払
い
を
す
る
店
が
多

い
も
の
で
し
た
。

こ
れ
は
、
五
節
末
で
述
べ
た
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
主
語
が
名
詞
節
の
場
合

に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
事
柄
の
内
容
は
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
を
「
モ
ノ
」
で
受
け
る
の
は
な
じ
ま
な
い
。
た
だ
し
、
宮
田
（
二
〇
〇
七
）
は

次
の
よ
う
な
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
モ
ノ
」
と
Ｑ
が
内
の
関
係
を
形
成

し
て
い
る
。

（
46
）
こ
の
男
が
怖
が
っ
て
い
る
の
は
尖
っ
た
光
る
物
だ
。�

（
宮
田
二
〇
〇
七
）

（
47
）
先
客
た
ち
に
紹
介
さ
れ
た
と
き
、
鳴
っ
て
い
た
の
は
古
い
宗
教
音
楽
と
思

わ
れ
る
管
弦
楽
曲
で
、
私
の
知
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。�（
宮
田
二
〇
〇
七
）

こ
れ
ら
の
例
は
、「
こ
の
男
た
ち
が
怖
が
っ
て
い
る
の
（
＝
も
の
）」
＝
「
尖
っ
た

光
る
物
」、「
鳴
っ
て
い
た
の
（
＝
も
の
）」
＝
「
私
の
知
ら
な
い
も
の
」
の
よ
う

に
、
物
同
士
の
関
係
と
理
解
で
き
る

（
（注

（
注

。

　

ま
た
、
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
、
Ｐ
が
人
の
抽
象
的
属
性
を
表
す
場
合
に
は
用
い
ら

れ
な
い

（
（注

（
注

。
次
の
「
コ
ト
ダ
」
を
「
モ
ノ
ダ
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
比

較
の
た
め
に
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
も
示
す
。

（
48
）
若
林
さ
ん
の
個
性
は
、
鉄
や
硫
黄
な
ど
を
加
熱
し
、
目
に
は
見
え
な
い

物
質
の
本
性
を
え
ぐ
り
出
す
作
品
を
手
が
け
た
こ
と
。�

（
03
・
10
・
11
）

	

（
＊

も
の
）（
と
い
う
も
の
）

（
49
）
彼
女
の
才
能
は
、
状
況
を
リ
ア
ル
に
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、

ア
ッ
テ
ン
ボ
ロ
ー
さ
ん
も
受
け
ね
ら
い
の
表
情
で
な
く
、
自
然
に
感
情

が
出
る
と
こ
ろ
が
い
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

（
94
・
12
・
15
）

	
（
＊

も
の
）（
と
い
う
も
の
）

（
50
）
娘
2
人
の
子
育
て
が
一
段
落
し
、
パ
ー
ト
勤
め
し
な
が
ら
の
趣
味
は
、

写
真
展
や
絵
画
展
を
見
る
こ
と
だ
っ
た
。（
＝（
29
））
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（
＊

も
の
）（
と
い
う
も
の
）

（
51
）
サ
ウ
ス
パ
ス
・
シ
テ
ィ
の
後
の
モ
リ
ス
の
人
生
は
地
元
や
全
国
の
女
性

組
織
に
参
加
す
る
こ
と
だ
っ
た
。（
＊

も
の
）（
と
い
う
も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

　

一
方
、
主
語
名
詞
句
が
物
（
具
体
物
、
抽
象
物
）
の
抽
象
的
属
性
を
表
す
場

合
に
は
、
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
成
り
立
つ
例
が
あ
る
。（
52
）～（
54
）
が
具
体
物
、

（
55
）～（
57
）
が
抽
象
物
。

（
52
）
抱
き
枕
の
起
源
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
た
竹
で
筒
状
に
編
ん
だ
も

の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

（
15
・
8
・
13
）

（
53
）
本
来
の
森
林
の
構
成
は
、
若
木
と
老
木
、
針
葉
樹
と
照
葉
樹
が
混
在
し

た
も
の
で
す
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
54
）
ネ
ジ
の
種
類
は
木
ネ
ジ
で
す
か
、
普
通
の
ネ
ジ
で
相
手
に
袋
状
ナ
ッ
ト

が
付
い
た
も
の
で
す
か
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
55
）
そ
の
［
＝
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
］
実
態
は
文
科
省
や
内
閣
府
が
県

教
委
に
指
示
、
賛
成
者
を
〝
動
員
〟
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
続
々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。�
（
06
・
12
・
4
）

（
56
）
離
婚
の
第
二
の
方
法
は
家
庭
裁
判
所
を
通
す
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
離
婚

総
数
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。 （
＝（
5
））

（
57
）（
小
選
挙
区
制
に
お
け
る
、
一
人
別
枠
方
式
の
説
明
）
こ
の
方
式
は
、
小

選
挙
区
３
０
０
の
定
数
の
う
ち
、
47
都
道
府
県
に
1
議
席
ず
つ
振
り
分

け
、
残
り
を
人
口
に
比
例
し
て
配
分
す
る
も
の
だ
。�

（
09
・
8
・
14
）

ま
た
、
次
の
例
は
Ｐ
が
「（
原
発
）
事
故
」「
事
件
」
と
い
う
出
来
事
を
表
し
て
い

る
。（

58
）
同
日
夕
、
飛
び
込
ん
で
き
た
ニ
ュ
ー
ス
に
、
だ
れ
も
が
六
年
前
の
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
を
連
想
し
た
で
あ
ろ
う
。
事
故
は
炉
心
を
構
成

す
る
燃
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
圧
力
管
）
の
一
部
が
破
損
し
た
も
の
ら
し
く
、

周
辺
へ
の
放
射
能
汚
染
は
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
た
。�

（
92
・
3
・
27
）

（
59
）
裁
判
が
始
ま
る
と
、
難
し
い
法
律
用
語
、
本
物
の
手
錠
や
犯
行
に
使
わ

れ
た
凶
器
な
ど
、
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
事
件
は
友
人
同
士
の
ケ
ン
カ

を
止
め
よ
う
と
し
た
被
告
人
が
、
逆
上
し
て
ケ
ン
カ
の
当
事
者
を
刺
し

た
も
の
。�

（
00
・
7
・
1
）

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
修
飾
語
句
を
加
え
た
も
の
は
、
コ
ト
ダ
指
定
文
が
成
り
立

ち
、
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
成
り
立
た
な
い
。

（
60
）
会
員
に
な
る
最
も
容
易
な
方
法
は
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
だ
。（
＝（
4
）） 

（
＊

も
の
）

（
61
）
考
え
ら
れ
る
最
悪
の
原
発
事
故
は
、
水
蒸
気
爆
発
や
そ
の
他
の
原
因
で

原
子
炉
内
の
放
射
性
物
質
が
一
気
に
全
て
放
出
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

	

（
＊

も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
62
）
や
っ
ぱ
り
今
日
の
一
番
の
事
件
は
念
願
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
目
撃
し
た
こ
と

で
す
。（
＊

も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

　

三
節
で
、
コ
ト
ダ
指
定
文
は
選
択
指
定
的
な
性
格
を
持
ち
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ

内
容
文
は
そ
の
性
格
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
上
の
例
に
お
い
て
、

（
52
）～（
59
）
に
お
い
て
「
コ
ト
ダ
」
が
成
り
立
た
ず
（
例
示
は
省
略
）、「
最
も

容
易
な
」「
考
え
ら
れ
る
最
悪
の
」「
今
日
の
一
番
の
」
と
い
う
修
飾
語
句
が
あ
る

（
60
）～（
62
）
に
お
い
て
「
コ
ト
ダ
」
が
成
り
立
つ
と
い
う
の
は
、
三
節
と
同
じ

で
あ
る
。
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
（
52
）～（
59
）
が
成
り
立
つ
の
だ
か
ら
、
選
択
指
定

性
は
持
た
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
と
共
通
す
る
。

　

ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
と
モ
ノ
ダ
内
容
文
の
相
違
は
、
前
者
が
選
択
的
な
文
脈

で
あ
っ
て
も
成
り
立
つ
（
三
節
（
20
）～（
24
））
の
に
対
し
て
、
後
者
は
（
60
）～
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（
62
）
の
よ
う
に
そ
れ
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
四
節
で
コ
ト
ダ
指
定
文

が
成
り
立
ち
や
す
い
主
語
名
詞
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
名
詞
の
多
く
も
モ
ノ
ダ

内
容
文
は
成
り
立
ち
に
く
く
、
次
の
「
コ
ト
」
を
「
モ
ノ
」
に
置
き
換
え
る
こ
と

は
で
き
な
い

（
（注

（
注

。

（
63
）
こ
の
手
の
本
の
宿
命
は
年
が
替
わ
っ
た
途
端
に
色
あ
せ
て
く
る
こ
と
だ
。

（
＊

も
の
）�

（
99
・
12
・
1
）

（
64
）
教
育
の
重
要
性
は
親
と
子
の
距
離
が
縮
ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

	

（
＊

も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
65
）
布
お
む
つ
の
よ
さ
は
、
自
覚
が
あ
り
体
調
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
こ

と
で
し
た
。（
＊

も
の
）�

（
01
・
5
・
2
）

（
66
）
運
転
席
に
い
た
お
じ
さ
ん
は
私
に
、
す
ご
く
怒
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
原

因
は
、
赤
信
号
で
私
が
渡
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。（
＊

も
の
）

�

（
12
・
9
・
21
）

こ
の
よ
う
に
モ
ノ
ダ
内
容
文
の
成
り
立
つ
範
囲
は
、
か
な
り
限
ら
れ
る
。
コ
ー
パ

ス
か
ら
用
例
を
見
出
し
得
た
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
可
能
な
名
詞
を
［
表
3
］
と
し
て

挙
げ
る

（
（注

（注1


（注

（
注

。

　

モ
ノ
ダ
内
容
文
は
、
先
行
研
究
で
「
解
説
」
を
表
す
と
言
わ
れ
る
用
法
の
一
部

で
あ
る

（
（注

（
注

。（
52
）～（
59
）
は
い
ず
れ
も
Ｐ
を
客
観
的
な
事
実
と
し
て
解
説
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、（
60
）～（
62
）
や
（
63
）～（
66
）

の
「
モ
ノ
ダ
」
が
不
自
然
な
の
は
、
主
観
的
な
評
価
・
判
断
が
入
っ
て
い
て
、
こ

の
性
格
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
の
例
で
言
う
と
、「
欠
陥
」「
欠
点
」
と
い
う
名
詞
は
類
義
的
で
あ
る
が
、

「
欠
陥
」
は
（
67
）
の
よ
う
に
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
成
り
立
ち
、「
欠
点
」
は
（
68
）

の
よ
う
に
そ
れ
が
成
り
立
ち
に
く
い
。

（
67
）
同
社
に
よ
る
と
、
欠
陥
は
コ
ピ
ー
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
誤
作
動
す
る
も

の
で
、
画
面
が
消
え
た
り
し
、
ゲ
ー
ム
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
。（
こ
と
）

�

（
93
・
12
・
21
）

（
68
）
メ
デ
ィ
ア
と
歴
史
学
の
共
通
点
、
大
き
な
欠
点
は
、
起
こ
っ
た
出
来
事

し
か
扱
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
＊

も
の
）�

（
00
・
3
・
12
）

（
68
）
は
話
し
手
が
「
大
き
な
欠
点
」
と
評
価
す
る
の
に
対
し
て
、（
67
）
の
「
欠

陥
」
は
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
内
在
す
る
性
質
と
い
う
面
が
強
く
、
そ
の
客
観
性

の
故
に
、
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
Ｐ
を
客
観
的
な
事
実
と
し
て
解
説
す
る
と
い
う
性
格
づ
け
は
、
な

お
不
十
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
は
、「
実
情
」
は
「
モ
ノ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
ず
、

「
本
質
」
は
「
モ
ノ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
故
か
明
ら
か
で
は

な
い
。

（
69
）「
バ
ラ
マ
キ
」
批
判
を
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
果
た
し
て
「
重

点
」
と
呼
べ
る
の
か
。
実
情
は
、
こ
う
し
た
旗
の
下
に
従
来
型
の
予
算

要
求
項
目
が
多
数
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。（
＊

も
の
）

�

（
13
・
1
・
12
）

（
70
）
Ｎ
Ｍ
Ｄ
の
本
質
は
一
方
的
な
軍
事
力
、
安
全
保
障
上
の
優
位
を
目
指
す

も
の
だ
。（
こ
と
、
と
い
う
も
の
）�

（
00
・
7
・
19
）

ど
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
や
す
い
か
、
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
に
お
い
て
は
、
Ｑ
が
「
モ
ノ
」
の

内
容
補
充
す
る
関
係
を
「
ト
イ
ウ
」
が
支
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
モ
ノ
ダ
内
容

文
は
そ
う
い
う
支
え
が
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
用
法
が
限
ら
れ
る
の
だ
と
推
測
さ

れ
る
。
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七　
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文

　

ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
は
、
主
語
が
名
詞
節
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
71
）
石
猿
の
悟
空
が
一
番
悲
し
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
自
分
に
は
親
が
い
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。�

（
05
・
12
・
13
）

（
72
）
た
だ
決
定
的
に
違
う
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
一
神
教
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

�

（
17
・
9
・
13
）

（
73
）
大
切
な
の
は
、
運
命
は
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。�

（
18
・
6
・
18
）

Ｑ
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
要
素
が
な
い
（
72
）（
73
）
は
、

′（
72
）
た
だ
決
定
的
に
違
う
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
一
神
教
で
あ
る
こ
と
だ
。

′（
73
）
大
切
な
の
は
、
運
命
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
だ
。

の
よ
う
に
コ
ト
ダ
指
定
文
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。

　
（
71
）～（
73
）
は
主
語
が
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
に
は
置

き
換
え
に
く
い
。
一
方
、
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
の
主
語
が
名
詞
句
で
あ
る
場
合
は
、

ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
と
使
用
範
囲
が
重
な
る
部
分
が
大
き
い
。

（
74
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
価
値
は
そ
の
庭
が
あ
る
こ
と
で
ど
れ
だ
け
家

族
が
楽
し
め
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。（
と
い
う
も
の
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
75
）「（
選
挙
結
果
は
）
市
の
改
革
を
も
っ
と
や
れ
と
い
う
こ
と
。
区
民
が

ノ
ー
を
突
き
付
け
た
」
と
批
判
。（
と
い
う
も
の
）�

（
10
・
5
・
24
）

（
76
）
だ
が
真
相
は
、
ド
ル
を
切
り
下
げ
、
１
９
７
１
年
8
月
に
金
の
窓
口
を

閉
鎖
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
は
も
は
や
金
・
為
替
本
位
の
わ
ず
か
な
制

約
に
さ
え
縛
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
と
い
う
も
の
）

（
77
）
共
同
保
険
が
成
り
立
つ
基
盤
は
商
品
が
共
通
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

	

（
と
い
う
も
の
）�

（
00
・
9
・
13
）

（
78
）
生
物
学
者
と
し
て
私
が
確
か
に
知
っ
て
い
る
事
実
は
、
あ
ら
ゆ
る
有
機

体
が
互
い
に
依
存
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。�

（
96
・
12
・
18
） 

（
と
い
う
も
の
）

（
74
）（
75
）
は
Ｑ
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
要
素
を
含
む
例
、（
76
）
は
Ｑ
が
長
い
複
文
で
あ

る
例
、（
77
）（
78
）
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、「
ト
イ

ウ
コ
ト
ダ
」
を
「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
例

示
は
省
略
す
る
が
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
が
「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」
に
置
き
換
え
ら

れ
る
例
も
少
な
く
な
い
（（
11
）（
12
）
な
ど
）。

　

こ
れ
と
は
異
な
り
、
次
の
よ
う
に
、「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
が
「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」

に
置
き
換
え
に
く
い
と
い
う
例
も
あ
る
。

（
79
）
本
書
の
構
成
は
、「
例
文
」
を
挙
げ
、
そ
の
「
改
善
例
」
を
示
す
と
い
う

も
の
で
す
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
80
）
電
気
二
輪
車
の
実
用
化
の
時
期
や
、
販
売
価
格
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
そ
の
構
造
は
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
か
わ
り
に
電
動
モ
ー

タ
ー
を
取
り
付
け
、
充
電
式
電
池
で
電
気
を
供
給
す
る
、
と
い
う
も
の
。

	

（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
91
・
1
・
10
）

（
81
）
こ
ち
ら
も
ナ
ム
コ
と
同
じ
よ
う
に
参
加
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
Ｖ
Ｒ
─

1
」（
８
０
０
円
）
が
目
玉
。
仕
組
み
は
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
付
い

た
装
置
を
頭
に
か
ぶ
り
、
宇
宙
船
に
乗
っ
て
ビ
ー
ム
砲
で
敵
を
や
っ
つ

け
る
、
と
い
う
も
の
だ
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
94
・
9
・
19
）

（
82
）
こ
の
シ
ス
テ
ム
［
＝
ホ
ー
ム
ド
ア
・
シ
ス
テ
ム
］
は
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

と
列
車
の
間
を
透
明
な
強
化
ガ
ラ
ス
の
壁
で
仕
切
り
、
列
車
の
発
着
に

合
わ
せ
、
仕
切
り
の
ド
ア
部
分
を
開
閉
す
る
と
い
う
も
の
で
、
近
く
本

格
工
事
に
入
る
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
91
・
8
・
24
）
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（
83
）
ｙ
＝
log
（
ｘ
）
の
と
き
の
ｘ
と
ｙ
の
関
係
は
、
10
を
ｙ
乗
す
る
と
ｘ
に

な
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
84
）
バ
ッ
ハ
当
時
の
演
奏
風
景
は
、
バ
ッ
ハ
が
チ
ェ
ン
バ
ロ
な
ど
の
低
音
部

を
弾
き
な
が
ら
各
楽
器
の
．（
即
興
）
演
奏
を
リ
ー
ド
し
て
支
え
る
、
と

い
う
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
85
）
従
来
の
林
芙
美
子
像
は
、
庶
民
派
の
作
家
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
明
確

な
時
代
認
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
「
戦
争
協
力
者
」
と
な
っ
た
、
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�

（
03
・
11
・
3
）

（
86
）
こ
の
事
件
は
昭
和
三
十
二
年
、
米
軍
立
川
飛
行
場
の
拡
張
工
事
の
際
、

こ
れ
に
反
対
す
る
デ
モ
隊
が
、
立
ち
入
り
禁
止
の
柵
を
破
壊
し
て
飛
行

場
内
に
侵
入
し
た
た
め
に
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
＝
（
17
））

　
　

 （
＊

と
い
う
こ
と
）

（
87
）
ト
ヨ
タ
車
の
事
故
は
並
走
す
る
車
が
自
車
線
内
に
進
入
し
て
く
る
と
予

想
し
た
シ
ス
テ
ム
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
た
め
、
後
続
車
が
追
突
し
た

と
い
う
も
の
。（
＊

と
い
う
こ
と
）�
（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

こ
れ
ら
の
主
語
名
詞
「
構
成
」「
構
造
」「
仕
組
み
」「
シ
ス
テ
ム
」「
関
係
」「
風

景
」「
像
」「
事
件
」「
事
故
」
は
、［
表
1
］
に
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、「
コ
ト
ダ
」
と
同
様
、「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」
も
非
選
択
的
な
文
脈
で
は
用
い
ら

れ
に
く
い
と
い
う
制
限
が
あ
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、
選
択
的
な
文
脈
で
Ｑ
を
指
定

す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
コ
ト
ダ
指
定
文
［
Ｐ
ハ
Ｑ
コ
ト
ダ
］
は
［
Ｑ
ガ
Ｐ
コ
ト
ダ
］
と
い
う
転

換
し
た
形
も
可
能
で
、
例
え
ば
（
2
）
の
例
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。

 ′′（
2
）
視
野
が
広
い
こ
と
が
彼
女
の
長
所
だ
。

ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
の
（
71
）～（
73
）
や
（
74
）～（
78
）
も
同
様
に
言
い
換
え
ら
れ

る
。

′（
72
）
イ
ス
ラ
ム
教
は
一
神
教
だ
と
い
う
こ
と
が
、
た
だ
決
定
的
に
違
う
。

′（
74
）
そ
の
庭
が
あ
る
こ
と
で
ど
れ
だ
け
家
族
が
楽
し
め
た
か
と
い
う
こ
と
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
価
値
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
こ
の
言
い
換
え
が
で
き
な
い
。

′（
79
）＊｢

例
文
」
を
挙
げ
、
そ
の
「
改
善
例
」
を
示
す
と
い
う
も
の
が
本
書
の
構

成
で
す
。

ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
三
節
の
よ
う
に
指
定
文
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

こ
の
言
い
換
え
が
で
き
な
い
こ
と
も
そ
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
は
、
コ
ト
ダ
指
定
文
と
同
様
に
、
指
定
文
で
あ
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

八　
コ
ト
ダ
文
・
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
に
よ
る
「
換
言
文
」 

　
「
コ
ト
」
と
Ｑ
と
が
内
容
補
充
関
係
に
あ
る
も
の
の
中
に
は
、
指
定
文
と
は
異

な
る
タ
イ
プ
の
文
も
あ
る

（
（注

（
注

。
宮
田
（
二
〇
〇
七
）
は
、「
主
語
の
位
置
に
立
つ
言

葉
の
意
味
を
、
述
語
節
で
定
義
し
て
い
る
文
」
を
「
換
言
文
」
と
呼
び
、「
換
言

文
で
は
「
こ
と
だ
」「
と
い
う
こ
と
だ
」
が
使
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
、（
88
）（
89
）
の
よ
う
に
Ｐ
の
言
葉
の
辞
書
的
な
定
義
を
「
Ｑ
コ
ト

ダ
」
で
述
べ
る
場
合
、

（
88
）
自
由
と
は
、
人
々
が
集
ま
り
、
組
織
し
、
語
り
合
う
権
利
を
持
つ
こ
と

で
あ
り
、�

（
95
・
9
・
19
）

（
89
）
ま
ず
中
立
は
、
経
済
活
動
に
対
し
て
中
立
、
つ
ま
り
経
済
に
「
歪（
ゆ

が
）み
」
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
。�

（
02
・
3
・
15
）
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あ
る
い
は
、（
90
）（
91
）
の
よ
う
に
話
し
手
が
そ
の
言
葉
に
与
え
る
意
味
づ
け
を

述
べ
る
場
合
も
あ
る
。

（
90
）
教
育
と
は
子
ど
も
の
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
だ
。�

（
06
・
7
・
3
）

（
91
）
才
能
と
は
あ
る
意
味
、
人
の
意
表
を
突
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
04
・
2
・
22
）

Ｐ
は
単
語
に
限
ら
ず
、
次
の
よ
う
に
名
詞
句
や
名
詞
節
の
場
合
も
あ
る
。

（
92
）
生
計
同
一
と
は
、
生
計
を
同
じ
に
し
て
い
る
こ
と
で
、
同
居
し
て
暮
ら

し
て
い
る
場
合
に
は
通
常
認
め
ら
れ
ま
す
。�

（
16
・
10
・
17
）

（
93
）
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
偉
大
で
あ
る
こ
と
の
代
償
と
は
、
責
任
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」（
監
修
・
監
訳　

中
西
輝
政
「
チ
ャ
ー

チ
ル
名
言
録
」）
と
い
う
言
葉
も
残
し
た
。�

（
18
・
6
・
20
）

（
94
）
上
級
生
に
さ
か
ら
う
の
は
、
天
皇
陛
下
に
さ
か
ら
う
こ
と
だ
ぞ
！

�

（
17
・
9
・
13
）

（
95
）
最
後
に
離
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
練
習
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。

�
（
18
・
2
・
5
）

（
96
）『
大
手
を
振
る
』
は
大
き
な
手
を
振
る
の
で
は
な
く
、
手
を
大
き
く
振
る

こ
と
だ
。�

（
宮
田
二
〇
〇
七
）

　
「
換
言
文
」
は
Ｐ
と
「
Ｑ
コ
ト
」
の
一
致
関
係
を
表
す
の
と
こ
ろ
は
指
定
文
と

共
通
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
ど
ん
な
言
葉
で
あ
れ
、
そ
の
意
味
を
Ｑ

で
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
で
、
指
定
文
と
異
な
り
、
Ｐ
の
名
詞
の

範
囲
が
限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
異
な
る
。

九　
ま
と
め

　

本
稿
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�

コ
ト
ダ
指
定
文
［
Ｐ
ハ
Ｑ
コ
ト
ダ
］
は
、
Ｑ
と
「
コ
ト
」
が
連
体
修
飾
関
係
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
的
要
素
が
あ
る
場
合
な
ど
に
制
限
が
あ
る
。
こ

の
構
文
は
、
Ｐ
の
内
容
と
し
て
複
数
の
候
補
が
想
定
す
る
中
で
Ｑ
を
指
定
す
る

と
い
う
述
べ
方
を
す
る
も
の
で
、
非
選
択
的
な
文
脈
で
は
用
い
ら
れ
に
く
い
。

②�

モ
ノ
ダ
文
［
Ｐ
ハ
Ｑ
モ
ノ
ダ
］
は
述
語
名
詞
と
修
飾
部
分
が
内
の
関
係
を
形
成

す
る
「
措
定
文
」
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
、「
モ
ノ
」

と
Ｑ
が
内
容
補
充
関
係
に
あ
る
点
が
特
殊
で
、
選
択
指
定
的
な
文
脈
で
は
用
い

ら
れ
に
く
く
、
指
定
文
と
は
言
い
に
く
い
。
用
い
ら
れ
る
範
囲
が
限
ら
れ
る
が
、

少
な
く
と
も
、
Ｐ
の
内
容
を
客
観
的
な
事
実
と
し
て
解
説
す
る
と
い
う
性
格
を

持
つ
と
言
え
る
。

③�

ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
［
Ｐ
ハ
Ｑ
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
］
は
、
述
語
名
詞
が
「
モ

ノ
」
で
は
あ
る
が
、「
ト
イ
ウ
」
に
よ
っ
て
Ｑ
と
「
モ
ノ
」
と
の
内
容
補
充
関

係
が
形
成
さ
れ
、
モ
ノ
ダ
文
と
は
異
な
っ
て
、
広
い
範
囲
で
用
い
ら
れ
得
る
。

選
択
指
定
的
な
性
格
は
な
い
。
た
だ
し
、
コ
ト
ダ
指
定
文
と
重
な
る
範
囲
で
は

ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容
文
は
冗
長
に
な
り
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。

④�

ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
指
定
文
［
Ｐ
ハ
Ｑ
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
］
は
、
Ｐ
が
名
詞
節
で
あ
る

場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
主
語
が
名
詞
句
の
場
合
は
、
ト
イ
ウ
モ
ノ

ダ
文
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
コ
ト
ダ
指
定
文
と
同
様
、
選
択
的
な
文
脈

で
用
い
ら
れ
る
。

⑤�

コ
ト
ダ
文
・
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
文
は
、
Ｐ
と
い
う
言
葉
の
意
味
や
話
し
手
に
よ
る

意
味
づ
け
を
Ｑ
が
表
す
と
い
う
「
換
言
文
」
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
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各
構
文
相
互
の
言
い
換
え
関
係
は
適
否
が
微
妙
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
構
文
間

の
相
違
が
な
お
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
本
稿
は
主
語
名
詞
句
に
人
や
物

事
の
抽
象
的
な
性
質
・
状
態
を
表
す
場
合
を
主
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
考
察
範

囲
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注

（
注
1
）
こ
の
例
は
「
こ
れ
は
、
原
発
の
安
全
性
を
確
か
め
る
も
の
だ
が
」
の
よ

う
に
主
語
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
井
島
は
「
こ
の
用
法
は
し
ば
し
ば
名
詞

述
語
文
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。」
と
し
て
い
る
。
詳
し
く
は

（
注
17
）
参
照
。

（
注
2
）「
措
定
」
は
三
上
（
一
九
五
三
）
に
よ
る
名
称
だ
が
、
述
部
が
主
語
名
詞

の
指
示
対
象
の
属
性
を
表
す
と
い
う
こ
と
を
「
措
定
」
と
言
う
の
は
不
適
切

で
あ
る
。
し
か
し
、
属
性
を
表
す
文
で
、
か
つ
、
名
詞
述
語
文
で
あ
る
も
の

を
端
的
に
表
す
用
語
が
他
に
な
い
の
で
、「
措
定
文
」
と
括
弧
付
き
で
表
示
す

る
。

（
注
3
）
用
例
に
年
月
日
の
み
付
し
た
も
の
は
「
Ｃ
Ｄ
─
毎
日
新
聞
（
デ
ー
タ

集
）」
の
例
、
作
品
名
を
記
し
た
も
の
は
「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー

パ
ス
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
）」
の
例
、「
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
」
と
記
し
た
も
の
は
「
国
研

ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
」
の
例
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
省
略
）
で
あ
る
。

（
注
4
）
揚
妻
（
一
九
九
〇
）、
高
橋
（
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
二
、
二

〇
一
八
）、
井
島
（
二
〇
一
二
）
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
内
の
関
係
・
外
の
関

係
に
着
目
し
て
、
モ
ノ
ダ
文
・
コ
ト
ダ
文
の
成
り
立
ち
を
論
じ
て
い
る
。

（
注
5
）
宮
田
（
二
〇
〇
七
）
は
、
小
説
や
シ
ナ
リ
オ
か
ら
採
集
し
た
、「
コ
ト

ダ
」：
206
例
、「
モ
ノ
ダ
」：
279
例
、「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」：
59
例
、「
ト
イ
ウ
モ

ノ
ダ
」：
8
例
に
つ
い
て
、
そ
の
内
訳
を
次
の
表
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
　
　

表
1
：
主
語
が
名
詞
句
の
場
合
の
用
例
数

こ
と
だ

も
の
だ

と
い
う

こ
と
だ

と
い
う

も
の
だ

Ａ
：
主
語
＝

　
　

述
語
節
の
格
成
分
措
定
文

19

252

0

0

Ｂ
：
主
語

≠

　
　

述
語
節
の
格
成
分

指
定
文

55

0

17

8

換
言
文

1

0

1

0

　
　
　

表
2
：
主
語
が
名
詞
節
の
場
合
の
用
例
数

こ
と
だ

も
の
だ

と
い
う

こ
と
だ

と
い
う

も
の
だ

Ａ
：
主
語
＝

　
　

述
語
節
の
格
成
分
措
定
文

57

22

0

0

Ｂ
：
主
語

≠

　
　

述
語
節
の
格
成
分

指
定
文

65

4

21

0

換
言
文

6

0

20

0

原
因
文

3

1

0

0

	

「
換
言
文
」
に
つ
い
て
は
八
節
参
照
。「
原
因
文
」
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。 

な
お
、
表
2
の
「
と
い
う
も
の
だ
」
の
指
定
文
が
「
0
」
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
こ
れ
は
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
数
自
体
が
少
な

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
（
新
聞
の
コ
ー
パ
ス
な
ど
か
ら
は
容
易
に
見
つ
け
ら

れ
る
）」
と
述
べ
て
い
る
。

（
注
6
）
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
が
、
内
容
文
に
は
、「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
以
外
の
名
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詞
句
が
述
語
に
立
つ
場
合
も
あ
る
。

	
　
「
え
ー
、
自
分
の
、
長
所
は
、
ガ
ッ
ツ
あ
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。」

�

（
狂
気
の
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
）

（
注
7
）
Ｐ
が
発
話
を
表
し
Ｑ
が
発
話
内
容
を
表
す
場
合
に
お
い
て
、［
1
］
は
モ

ダ
リ
テ
ィ
要
素
が
あ
る
例
、［
2
］
は
そ
れ
が
な
い
例
だ
が
、
こ
れ
ら
は
「
ト

イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
、「
コ
ト
ダ
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。

［
1
］
こ
の
提
案
は
「
南
北
首
脳
会
談
開
催
な
ど
を
協
議
す
る
た
め
に
副
首

相
級
の
特
使
を
相
互
派
遣
し
よ
う
」
と
い
う
も
の
だ
が
、（
＊

こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

（
93
・
6
・
13
）

［
2
］
当
局
者
の
説
明
は
「
核
燃
料
を
国
産
化
す
る
研
究
と
し
て
少
数
の
科

学
者
が
独
自
に
実
験
し
た
」
と
い
う
も
の
だ
。（
＊

こ
と
）�（
04
・
9
・
8
）

	

し
か
し
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
要
素
が
な
い
場
合
は
、
Ｐ
が
発
話
に
関
わ
る
名
詞
で

「
コ
ト
ダ
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

［
3
］
私
の
提
案
は
、
20
万
人
規
模
の
米
軍
を
国
連
平
和
維
持
軍
と
し
て
イ

ラ
ク
国
境
の
近
く
に
置
く
こ
と
だ
。（
と
い
う
も
の
だ
）�（
03
・
2
・
11
）

	

こ
の
よ
う
な
発
話
名
詞
に
つ
い
て
は
、（
9
）「
心
配
」
の
よ
う
な
感
情
・
思

考
名
詞
と
と
も
に
、
別
稿
で
扱
う
。

（
注
8
）「
措
定
文
」
で
は
属
性
が
複
数
あ
る
場
合
に
そ
れ
ら
が
「
で
」
で
結
ば
れ

る
の
に
対
し
て
、
指
定
文
で
は
該
当
す
る
要
素
が
複
数
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら

が
「
と
」
で
結
ば
れ
る
（
西
山
（
二
〇
〇
三
：
128
）
を
参
照
）。

［
1
］
山
田
氏
は
、
こ
の
店
の
シ
ェ
フ
で
、
か
つ
、
経
営
者
だ
。（「
措
定
文
」）

［
2
］
こ
の
会
社
の
役
員
は
、
田
中
氏
と
鈴
木
氏
だ
。（
指
定
文
）

	

こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
コ
ト
ダ
指
定
文
も
、
Ｑ
が
複
数
の
場
合
に
は
「
と
」
で

結
ば
れ
る
。

［
3
］
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
と
ハ
リ
ス
ン
と
の
つ
な
が
り
は
、
二
人
と
も
音
楽

を
愛
し
て
い
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
も
ま
た
瞑

想
者
で
あ
る
こ
と
だ
。（
指
定
文
）�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
注
9
）
安
部
（
二
〇
一
四
）
は
、「［
抽
象
名
詞
］
は
［
内
容
］
こ
と
だ
」
と
い

う
文
型
が
成
立
す
る
抽
象
名
詞
（「
特
徴
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
決
め

手
、
目
標
、
特
色
」）
と
、
そ
れ
が
不
自
然
に
な
る
抽
象
名
詞
（「
性
質
、
生

態
、
間
柄
、
本
能
、
流
儀
、
民
族
性
」）
と
を
区
別
し
、
前
者
は
「［
抽
象
名

詞
］
は
何
で
す
か
？
」
と
言
え
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
そ
れ
が
言
え
ず
、

「［
抽
象
名
詞
］
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
」
に
す
る
と
自
然
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
注
10
）「
性
格
」
と
「
長
所
」
に
つ
い
て
は
、

［
1
］ａ
？

山
田
に
は
物
に
動
じ
な
い
と
い
う
性
格
が
あ
る
。（
存
在
文
）

　
　

ｂ 

山
田
に
は
物
に
動
じ
な
い
と
い
う
長
所
が
あ
る
。（
存
在
文
）

［
2
］ａ 

山
田
は
物
に
動
じ
な
い
性
格
だ
。（
文
末
名
詞
文
）

　
　

ｂ
＊

山
田
は
物
に
動
じ
な
い
長
所
だ
。（
文
末
名
詞
文
）

［
3
］ａ
＊

山
田
は
物
に
動
じ
な
い
と
こ
ろ
が
性
格
だ
。（
カ
キ
料
理
構
文
）

　
　

ｂ 

山
田
は
物
に
動
じ
な
い
と
こ
ろ
が
長
所
だ
。（
カ
キ
料
理
構
文
）

	

「
性
格
」
は
文
末
名
詞
文
に
は
用
い
ら
れ
る
が
、
存
在
文
お
よ
び
カ
キ
料
理

構
文
で
は
不
自
然
、
反
対
に
「
長
所
」
は
文
末
名
詞
文
で
は
不
自
然
で
、
存

在
文
と
カ
キ
料
理
構
文
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
も
「
性
格
」
が
非
限
定
的
で
、

「
長
所
」
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
（
丹
羽
二
〇
一
八
、
二
〇
二
〇
）。

（
注
11
）「
ト
イ
ウ
」
に
は
聞
き
手
に
未
知
と
思
わ
れ
る
も
の
を
導
入
す
る
用
法
が

あ
る
。
次
の
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
文
は
、
そ
れ
が
述
部
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
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�

私
の
な
り
た
い
と
思
う
職
業
は
動
物
看
護
師
と
い
う
も
の
で
専
門
学
校

に
行
く
に
は
お
金
が
結
構
か
か
り
ま
す
。�

（
Ｎ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）

（
注
12
）「
措
定
文
」
に
お
い
て
は
、
Ｐ
が
名
詞
節
の
モ
ノ
ダ
文
は
珍
し
く
な
い
。

［
1
］
の
よ
う
な
一
般
論
を
表
す
も
の
も
あ
れ
ば
、［
2
］［
3
］
の
よ
う
に
個

別
の
事
柄
を
表
す
例
も
あ
る
。

［
1
］
生
き
る
こ
と
は
苦
し
い
も
の
で
す
よ
。�

（
17
・
12
・
24
）

［
2
］
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
目
標
を
持
っ
て
い
け
る
の
は
大
し
た
も
の
。
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。�

（
17
・
9
・
24
）

［
3
］
確
か
に
武
士
の
世
を
終
わ
ら
せ
た
の
は
西
国
の
い
く
つ
か
の
藩
の
動

き
に
よ
る
も
の
だ
。�

（
18
・
5
・
20
）

（
注
13
）「
措
定
文
」
の
場
合
は
、
Ｐ
が
人
の
抽
象
的
属
性
を
表
す
モ
ノ
ダ
文
は
珍

し
く
な
い
。

［
1
］
私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
、
ウ
ソ
を
つ
き
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。�

（
99
・
11
・
06
）

［
2
］
つ
ま
り
能
は
総
合
的
な
教
養
を
必
要
と
す
る
だ
け
に
、
晩
年
の
学
習

と
し
て
マ
ス
タ
ー
し
た
秀
吉
の
努
力
、
才
能
は
、
並
大
抵
の
も
の
で

は
な
い
。�

（
02
・
2
・
3
）

（
注
14
）「
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
」
な
ら
ば
、（
60
）～（
62
）・（
63
）～（
66
）
は
、
冗
長

で
は
あ
る
も
の
の
、
ど
れ
も
成
り
立
ち
得
る
。

（
注
15
）［
表
3
］
の
名
詞
で
本
文
に
例
文
を
示
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
例
文
を
加
え
て
お
く
。

［
1
］
本
来
、
原
子
力
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
経
過
は
、
昭
和
三
十
年
十
二

月
、
日
本
社
会
党
と
自
由
民
主
党
の
共
同
提
案
で
、
し
か
も
全
議
員

の
名
前
を
も
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
理
解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、�

（
国
会
会
議
録
）

［
2
］
見
直
し
の
実
態
は
、
不
良
債
権
を
抱
え
、
体
力
の
弱
い
中
小
金
融
機

関
か
ら
の
預
金
流
出
加
速
を
懸
念
し
て
、
凍
結
解
除
を
事
実
上
先
送

り
す
る
も
の
。�

（
02
・
8
・
25
）

［
3
］［
自
動
改
札
機
の
］
新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、
改
札
口
を
通
過
す
る
際
、

定
期
券
の
磁
気
面
に
入
退
場
を
記
録
す
る
も
の
。�

（
92
・
10
・
22
）

［
4
］
国
家
公
務
員
法
第
78
条
の
分
限
処
分
制
度
は
、
国
有
林
で
育
成
中
の

杉
や
ヒ
ノ
キ
を
購
入
し
て
も
ら
い
、
一
定
期
間
中
に
立
ち
木
を
売
っ

た
収
益
を
還
元
す
る
も
の
だ
。�

（
99
・
6
・
1
）

［
5
］
山
蔘
の
独
特
な
香
り
の
成
分
は
、
椴
木
（
し
な
の
木
）、
ク
ヌ
ギ
、

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
、
闊
葉
樹
が
発
酵
す
る
と
き
で
き
る
香
り
を
、
吸

収
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。�

（
薬
に
な
る
野
山
の
草
・
花
・
木
）

［
6
］
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
英
政
府
は
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
め
ぐ
り
合
意

し
た
が
、
内
実
は
「
合
意
な
き
離
脱
」
だ
け
は
避
け
よ
う
と
諸
難
題

を
先
送
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。�

（
18
・
11
・
27
）

［
7
］
Ｔ
Ｈ
Ｘ
の
由
来
は
ル
ー
カ
ス
が
最
初
に
作
っ
た
『
Ｔ
Ｈ
Ｘ
１
１
３

８
』
と
い
う
映
画
な
ど
か
ら
き
た
も
の
で
、
略
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
95
・
11
・
24
）

（
注
16
）「
～
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
」「
～
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い

う
形
の
文
は
、「
よ
う
な
」
が
「
と
い
う
」
に
相
当
し
、
ト
イ
ウ
モ
ノ
ダ
内
容

文
に
属
す
る
。

	

　
　

�
解
放
後
も
貧
し
い
生
活
が
続
い
た
が
、
リ
ン
ゴ
栽
培
で
成
功
し
た
。
い

き
さ
つ
は
、
王
さ
ん
の
口
を
借
り
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

�

（
93
・
10
・
2
）
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（
注
17
）
解
説
の
モ
ノ
ダ
は
、
寺
村
（
一
九
八
二
：
302
）
は
助
動
詞
化
し
た
用
法

と
捉
え
る
が
、
揚
妻
（
一
九
九
〇
）、
福
田
（
一
九
九
八
）
な
ど
は
、
モ
ノ
が

形
式
化
し
て
お
ら
ず
、
名
詞
述
語
文
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
揚
妻
は
、〈
状
況

解
説
〉
の
「
も
の
だ
」
の
構
文
的
性
格
を
、
①
「
も
の
」
と
修
飾
節
の
関
わ

り
は
「
外
の
関
係
」
で
あ
る
。
②
主
題
と
な
る
の
は
先
行
す
る
文
脈
に
示
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。
③
必
ず
状
況
を
主
題
に
と
る
。
と
ま
と
め
、「
主
題
と

相
対
応
す
る
、
と
い
う
性
質
は
明
ら
か
に
普
通
の
名
詞
文
と
同
じ
構
文
で
あ

る
。」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、

	

　
　

�〈
状
況
解
説
〉
の
「
も
の
だ
」
の
「
も
の
」
は
述
語
以
外
の
位
置
に
立
つ

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
外
の
関
係
」
の
修
飾
構

造
を
も
つ
名
詞
句
「
～
も
の
」
は
解
説
の
た
め
の
文
末
用
法
に
固
定
化

し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
助
動
詞
的
性
格
を

も
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

	

と
述
べ
る
。
主
題
と
な
る
の
が
必
ず
状
況
で
あ
る
と
い
う
の
は
賛
成
し
が
た

い
が
、
名
詞
述
語
文
で
あ
り
、
か
つ
、
文
末
用
法
に
固
定
化
し
て
い
る
点
で

形
式
化
し
て
い
る
と
捉
え
る
点
は
、
本
稿
も
同
意
見
で
あ
る
。

	

　

ま
た
、
田
中
（
二
〇
一
二
）
は
、「
報
道
文
の
モ
ノ
ダ
」
を
四
つ
の
タ
イ
プ

に
分
け
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
、
外
の
関
係
と
内
の
関
係
の
区
別
で
あ

る
（
そ
の
他
の
二
つ
は
省
略
）。

	

「
単
純
省
略
不
可
能
タ
イ
プ
（
外
の
関
係
）」

［
1
］
こ
の
事
件
は
、
～
○
○
容
疑
者
ら
23
人
が
、
～
を
め
ぐ
る
架
空
の
投

資
話
で
、
～
か
ら
現
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
と
し
て
、
今
月
7
月
に
逮

捕
さ
れ
た
も
の
で
す
。

	

「
単
純
省
略
可
能
タ
イ
プ
（
内
の
関
係
）」

［
2
］
立
春
の
き
ょ
う
、
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
で
は
、
～
と
い
う
催
し
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
地
元
の
観
光
協
会
が
、
空
気
の
澄
む

毎
年
こ
の
時
期
に
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

	

［
1
］
は
「
＊

こ
の
事
件
は
、
○
○
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。」
の
よ
う

に
「
も
の
で
す
」
が
省
略
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、［
2
］
は
「
こ
の
催
し
は
、

地
元
の
観
光
協
会
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
い
て
い
ま
す
。」
の
よ
う
に
省

略
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
が
内
容
文
、
後
者
が
「
措
定
文
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
、
本
稿
は
前
者
を
対
象
に
し
て
い
る
の

だ
が
、
一
方
で
、
両
者
と
も
主
題
に
つ
い
て
の
客
観
的
な
解
説
を
表
す
の
は

共
通
し
て
い
る
。
モ
ノ
ダ
内
容
文
が
指
定
性
を
持
た
な
い
こ
と
も
あ
り
、
モ

ノ
ダ
内
容
文
と
モ
ノ
ダ
「
措
定
文
」
の
距
離
は
近
い
。

（
注
18
）「
ト
イ
ウ
コ
ト
ダ
」
に
は
、
題
述
関
係
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
も
多
い
が
、

伝
聞
用
法
も
あ
る
（
日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
二
〇
〇
三
）

	

　
　

�

専
門
家
の
話
で
は
、
も
う
噴
火
の
可
能
性
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。

文
献

揚
妻
裕
樹
（
一
九
九
〇
）「
形
式
的
用
法
の
「
も
の
」
の
構
文
と
意
味
─
〈
解
説
〉

の
「
も
の
だ
」
の
場
合
─
」『
国
語
学
研
究
』
30
号
（
東
北
大
学
）

安
部
朋
世
（
二
〇
一
四
）「
抽
象
名
詞
の
内
容
を
表
す
「
抽
象
名
詞
ハ
─
コ
ト
ダ
」

文
」『
日
本
語
文
法
学
会 

第
15
回
大
会 

発
表
予
稿
集
』

井
島
正
博
（
二
〇
一
二
）「
モ
ノ
ダ
・
コ
ト
ダ
・
ワ
ケ
ダ
文
の
構
造
と
機
能
」『
日

本
語
学
論
叢
』
8
号
（
東
京
大
学
）
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高
橋
雄
一
（
二
〇
〇
八
）「
内
容
節
構
造
を
持
つ
「
も
の
だ
」
文
に
つ
い
て
」『
東

海
大
学
紀
要
（
留
学
生
教
育　

セ
ン
タ
ー
）』
28
号

高
橋
雄
一
（
二
〇
一
〇
）「
複
合
辞
「
も
の
だ
」
に
つ
い
て
の
一
試
論
─
内
容
節

的
な
構
造
を
手
掛
か
り
に
─
」『
専
修
国
文
』
87
号
（
専
修
大
学
）

高
橋
雄
一
（
二
〇
一
二
）「
複
合
辞
の
「
こ
と
だ
」
に
つ
い
て
の
一
試
論
」『
人
文

論
集
』
91
号
（
専
修
大
学
）

高
橋
雄
一
（
二
〇
一
八
）「
複
合
辞
の
「
も
の
だ
」
と
「
こ
と
だ
」
に
つ
い
て
─

形
式
語
と
し
て
の
「
も
の
」「
こ
と
」
の
観
点
か
ら
─
」
藤
田
保
幸
編
『
形
式

語
研
究
の
現
在
』（
和
泉
書
院
）

田
中
伊
武
（
二
〇
一
二
）「「
こ
の
事
件
は
、
～
し
た
も
の
で
す
」
な
ど
の
表
現
を

め
ぐ
っ
て
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
二
〇
一
二
年
五
月
号
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化

研
究
所
）

寺
村
秀
夫
（
一
九
八
四
）『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
Ⅱ
』（
く
ろ
し
お
出

版
）

日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
（
二
〇
〇
三
）『
現
代
日
本
語
文
法
4 
第
8
章 

モ
ダ

リ
テ
ィ
』（
く
ろ
し
お
出
版
）

西
山
佑
司
（
二
〇
〇
三
）『
日
本
語
名
詞
句
の
意
味
論
と
語
用
論
─
指
示
的
名
詞

句
と
非
指
示
的
名
詞
句
─
』（
ひ
つ
じ
書
房
）

丹
羽
哲
也
（
二
〇
一
八
）「
性
質
を
表
す
存
在
文
と
コ
ピ
ュ
ラ
文
と
の
対
応
─

「
長
所
」「
特
質
」「
性
格
」
な
ど
の
場
合
─
」『
文
学
史
研
究
』
58
号

丹
羽
哲
也
（
二
〇
二
〇
）「
カ
キ
料
理
構
文
の
成
立
条
件
に
つ
い
て
─
文
末
名
詞

文
と
の
比
較
─
」『
文
学
史
研
究
』
60
号

丹
羽
哲
也
（
二
〇
二
二
予
定
）「
モ
ノ
ダ
と
コ
ト
ダ
に
よ
る
名
詞
述
語
文
─
発
話
、

思
考
・
感
情
を
表
す
名
詞
の
場
合
─
」
中
部
日
本
・
日
本
語
学
研
究
会
編
『
中

部
日
本
・
日
本
語
学
論
集
』（
和
泉
書
院
）

福
田
嘉
一
郎
（
一
九
九
八
）「
現
代
日
本
語
に
お
け
る
モ
ノ
ダ
の
構
文
と
意
味
」

『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
4
巻

三
上
章
（
一
九
五
三
）『
現
代
語
法
序
説
』（
刀
江
書
院
、
再
刊
一
九
七
二
、
く
ろ

し
お
出
版
）

宮
田
公
治
（
二
〇
〇
七
）「
主
語
名
詞
と
の
共
起
関
係
か
ら
み
た
「
こ
と
だ
」「
も

の
だ
」
の
用
法
」『
日
本
語
論
叢 

特
別
号
：
岩
淵
匡
先
生
退
職
記
念
』（
日
本

語
論
叢
の
会
）

宮
田
公
治
（
二
〇
一
三
）「
指
定
タ
イ
プ
の
「
～
こ
と
だ
」
文
の
主
語
と
な
る
名

詞
」『
松
蔭
大
学
紀
要
』
16
号

吉
川
武
時
編
（
二
〇
〇
三
）『
形
式
名
詞
が
こ
れ
で
わ
か
る
』（
ひ
つ
じ
書
房
）

〈
付�

記
〉
本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課

題
番
号
：16K

02732

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

�

（
に
わ　

て
つ
や
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
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［表１］�トイウモノダ内容文が成り立ち、コトダ指定文の例が見られない、あるいは、選択
的文脈を形成する修飾語句を伴った例のみが見られる名詞

○［人の抽象的な性質・状態］間柄、過去、格好、環境、関係、技術、境地、姿、
　 生態、像、態度、病気、病状、表情、品格、品質、雰囲気、方法、やり方
○［物の抽象的な性質・状態］有り様、圧力、形、可能性、局面、規則、具合、偶然、
　 傾向、形式、経歴、構成、構造、シーン、仕組み、事実、システム、実情、種類、
　 順序、順番、状況、情勢、状態、性能、態勢、タイミング、体裁、顛末、動向、
　 流れ、風景、プロセス、メカニズム、様子、要素、ルール、歴史
○［出来事］事件、事故、事例、騒動、出来事、トラブル

＊人と物の両方を主体に持ち得る名詞は、トイウモノダ文の例が見られる方に分類。
＊�網掛けは、本文か注に例文があるもの。表１と表３、あるいは、表２と表３の両方に属す

る名詞は、両方に網掛けを付してある。例文はどちらか一方のみということも多い。

［表２］コトダ指定文が成り立ちやすい名詞

○［人や物の特徴的な性質］汚点、気質、欠陥、欠点、限界、個性、才能、資質、真相、
　 スタイル、実力、弱点、（性格）、（性質）、短所、力、長所、独自性、特性、取り柄、
　 能力、難点、美点、品性、　 持ち味、本質、本性、本領、盲点
○［人の抽象的所有物］運命、権利、宿命、趣味、職業、（人生）、得意技、特技、役目、
　 役割、行事、　 習慣、習性、風習、流儀
○［人の限定的な状況］危機、苦境、幸運、幸福、打撃、チャンス、転機、難局、
　 ハンディ、ピンチ、　 不幸、不平等、不利、矛盾
○［他との関係］縁、ギャップ、差、差異、相違、つながり、反作用、反対
○［内部の存在物］内実、内容、中身
○［評価］価値、かっこよさ、困難さ、重大性、重要性、強み、非凡さ、複雑さ、
　 不思議さ、便利さ、　 有利さ、良さ
○［原因類］証し、いきさつ、鍵、起源、原因、根拠、根本、勝因、きっかけ、基盤、
　 経緯、契機、証拠、前兆、前提、兆候、背景、源、由来、要因、理由
○［結果類］帰結、効果、結果、成果、代償、対価、罪、罰、見返り、報い、メリット
○［目的類］手がかり、手段、手順、手立て、手間、条件、方式、方法、方便、目的、
　 目標	

［表３］モノダ内容文が可能な名詞

○［物の抽象的な性質・状態］起源、経過、系統、欠陥、構成、構造、仕組み、
　 システム、実態、種類、書式、性格、性質、制度、成分、タイプ、秩序、内実、
　 内容、中身、範囲、方向、方式、方法、本件、本質、見本、モデル、模様、やり方、
　 由来、用向き、履歴 
○［出来事］事件、事故、トラブル


